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●今月の水源地 

笹流貯水池（笹流ダム） 
－日本初の扶壁式中空鉄筋コンクリートダム－ 
　北海道函館市 

 

●散歩道（パセオ） 

水面の意味を考える 
 

●みんなでつなぐダム水源地 

村民みんなで育てた大鹿さくら祭り 
 

●水源地づくりレポート 
集客数の評価から新たな可能性を模索 
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亀か
め

田だ

川
は
河
口
よ
り
上
流
8
�

で
右
支
川
笹さ

さ

流な
が
れ

川
に
合
流
し
、
函
館

は
こ
だ
て

市
街
地
を
南
北
に
貫
き
流
れ
て
海
峡

に
注
ぐ
2
級
河
川
で
す
。
笹
流
川
を

亀
田
川
本
川
に
合
流
す
る
あ
た
り
で

堰
き
止
め
、
大
正
12
年
に
水
道
用
水

確
保
の
た
め
完
成
し
た
扶ふ

壁へ
き

式
中
空

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
が
、
笹
流
ダ
ム
で
す
。
29
万
函
館
市
民

の
水
道
水
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

扶
壁
式
中
空
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
は
通
称
「
バ
ッ
ト
レ
ス
ダ

ム
」
と
呼
ば
れ
、
堤
体
の
容
積
を
小
さ
く
で
き
る
た
め
、
当
時
高
価

だ
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
節
約
し
、
工
期
も
短
く
な
り
、
建
設
コ

ス
ト
を
縮
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
、
国
内
に
バ
ッ
ト
レ
ス
ダ
ム
の
例
は
な
く
、
現
在
も
道
内

で
は
笹
流
ダ
ム
の
み
で
す
。
可
能
な
限
り
現
型
式
の
ま
ま
将
来
に

残
し
た
い
と
い
う
函
館
市
水
道
局
の
思
い
に
よ
り
、
昭
和
58
、
59

年
度
に
本
格
的
な
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
改
修
後
は
堤
頂

幅
と
堤
体
積
の
み
が
変
更
さ
れ（
＊
）、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

笹
流
ダ
ム
の
前
庭
に
は
樹
木
と
芝
生
が
整
備
さ
れ
た
広
場
が
あ

り
、
古
く
か
ら
「
赤
川
水
源
地
」
と
し

て
親
し
ま
れ
、
春
に
は
サ
ク
ラ
、
秋

に
は
紅
葉
の
名
所
と
し
て
数
多
く
の

市
民
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
た
び
は
、
名
誉
あ
る

「
ダ
ム
湖
百
選
」
に
選
ば
れ
大
変
光
栄

に
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
一
層
、

地
域
と
一
体
と
な
っ
て
、
美
し
い
景
観

を
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
育
く
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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2007.5

―
―

日
本
初
の
扶
壁
式
中
空
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
―
―

北
海
道
函
館
市

笹
流
貯
水
池

（
笹
流
ダ
ム
）
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〔今月の表紙〕

笹流貯水池（笹流ダム）と南西（写真左下方向）に流れる亀田川
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問い合わせ先

函
館
市
は
今
、
国
際
観
光
都
市
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
異
国

情
緒
あ
ふ
れ
る
町
並
み
や
、
歴
史
的
建
造
物
を
保
存
し
、
訪
れ
る

人
々
の
心
に
残
る
「
人
が
輝
き
ま
ち
が
輝
く
交
流
都
市
は
こ
だ

て
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
申

し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

＊
笹
流
ダ
ム
諸
元（
大
正
12
年
完
成
時
）：

堤
高
／
25
・
3
m
、
堤
頂
長
／
1
9
9
・
3
m
、

堤
頂
幅
／
1
・
52
m
、
堤
体
積
／
1
3
0
0
0
�

（
現
　
　
　

在
）：

堤
高
／
25
・
3
m
、
堤
頂
長
／
1
9
9
・
3
m
、

堤
頂
幅
／
2
・
02
m
、
堤
体
積
／
3
6
4
0
0
�

水
面
標
高
／
1
0
1
・
52
m

水
面
積
／
0
・
0
7
6
�

函
館
市
水
道
局
事
業
部
浄
水
課
　
赤
川
浄
水
係
長

清し

水み
ず

宏
勝

ひ
ろ
か
つ

ダム水源地ネット
2007.5

五稜郭

函館港まつり

はこだてクリスマスファンタジー

市民創作函館野外劇

ベイエリアの赤レンガ倉庫群

た
か

●
イ
ベ
ン
ト：

箱
館
五
稜
郭
祭
（
5
月
下
旬
）

市
民
創
作
函
館
野
外
劇
（
7
月
中
旬
〜
下
旬
）

函
館
港
ま
つ
り（
8
月
上
旬
）、
は
こ
だ
て
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー（
12
月
）

●
お
み
や
げ：

イ
カ
・
コ
ン
ブ
他
水
産
加
工
品
、
塩
ラ
ー
メ
ン

●
交
　
　
通：

函
館
駅
か
ら
赤
川
行
き
函
館
バ
ス
で
34
分
、
赤
川
小
学
校
下
車
徒
歩
5
分



【 】内は各行事の問い合わせ先です。
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●行事は直前に変更される場合があります。おでかけの際はご確認ください。「行事予定」の情報ご提供をお待ちしております。ダム広報センター FAX03-3263-9085
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《関　東》
27日（日）／第21回 潮来トライアスロン全国大会
場所�茨城県潮来市　霞ヶ浦
主催�潮来トライアスロン全国大会実行委員会【�0299-63-2328】
内容�一般の部、大学選抜の部、チームトライアルの部に分かれて

競う

《北　陸》
13日（日）／小鳥の声を聞く会
場所�長野県大町市　鷹狩山　黒部ダム周辺
主催�大町山岳博物館【�0261-22-0211】
内容�鷹狩山を観察地として行う毎年恒例の探鳥会。講師の先生

を招き、野鳥を中心とした自然について勉強する。オオル
リ、サンコウチョウ、サンショウクイなどの観察が期待で
き、北アルプスの山々を眺めることができる

URL�http://www.city.omachi.nagano.jp/sanpaku/event.htm

《中　部》
26日（土）／2007未来世紀へつなぐ緑のバトン育樹祭
場所�長野県王滝村　牧尾ダム周辺
主催�未来世紀へつなぐ緑のバトン実行委員会
内容�長野県西部地震の災害跡地の森への再生と、愛知用水の水瓶

である牧尾ダム水源の森を造成することなどを目的として、
育樹作業をする【王滝村役場�0264-48-2257】

《近　畿》

20日（日）／第9回加古川市長杯ボート競技大会
場所�兵庫県加古川市　加古川市立競艇センター

加古川大堰周辺
主催�加古川ボート協会
内容�ナックルおよびスカル競技が行われる

【加古川市立競艇センター�079-428-2277】

《四　国》
下旬／第19回 中筋川ダム湖自然観察会＆バードウォッチング
場所�高知県宿毛市　中筋川ダム
主催�中筋川総合開発工事事務所【�0880-66-2501】
内容�ダム湖周辺における植物や野鳥の観察を行い、生態系の

有り様を理解してもらう

《東　北》
9日（土）・10日（日）／アカシアまつり
場所�秋田県小坂町　砂子沢ダム周辺
主催�小坂町
内容�砂子沢ダムを紹介する広報館を出展し、PR活動を行う。

現場見学会、クイズ、地質と水の実験、工作コーナー等親
子で楽しめる内容を予定
【砂子沢ダム建設事務所�0186-29-4431】

《関　東》

5日（火）～7日（木）／平家大祭
場所�栃木県日光市　湯西川ダム周辺
主催�平家大祭実行委員会【�0288-98-0026】
内容�平家絵巻行列や姫行列等が行われる

8日（金）～10日（日）／ホタル見学会
場所�茨城県行方市　霞ヶ浦ふれあいランド
主催�（独）水資源機構
内容�霞ヶ浦の水質浄化や自然環境意識の啓発を目的に「霞ヶ浦

ふれあいランド」ホタル水路棟でゲンジボタルの見学会を実
施する【利根川下流総合管理所�0299-79-3311】

《北　陸》
10日（日）／かどいで探鳥会
場所�新潟県柏崎市　鯖石川ダム周辺
主催�新潟県立こども自然王国【�0257-41-3355】
内容�日本野鳥の会新潟県支部柏崎グループの指導により、早朝

から門出、田代周辺で野鳥を観察する
URL�http://www.kisnet.or.jp/garuru/

《中　部》
23日（土）／飯羽間ホタルまつり
場所�岐阜県恵那市　阿木川ダム周辺
主催�飯羽間ホタル舞の郷づくり実行委員会
内容�恵那地方のホタルの鑑賞をする

【ふれあいの館�0573-43-4622】



世
界
の
名
立
た
る
都
市
も
景
勝
地
も
保
養
地
も
、

そ
の
魅
力
の
基
を
成
し
て
い
る
環
境
や
景
観
は
、

水
面
で
舞
台
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

桁け
た

違
い
の
国
際
観
光
往
来
で
、
そ
れ
を
”是
正
せ

よ
“
と
の
ご
託
宣

た
く
せ
ん

が
出
た
。
お
役
所
は
大
慌
て
で

あ
る
。

日
本
の
国
が
”
つ
ま
ら
な
い
し
高
い
“
か
ら
、
海

外
旅
行
へ
出
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
い
て
、
外
国
客

に
い
ら
っ
し
ゃ
い
と
は
失
礼
な
話
で
あ
る
。

観
光
旅
行
と
リ
ゾ
ー
ト（
以
下
は
保
養
地
）の
違
い

を
よ
く
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
国

の
体
制
の
如
何

い

か

ん

に
か
か
わ
ら
ず
、
魅
力
あ
る
保
養

地
を
持
た
な
い
民
族
は
、
国
づ
く
り
と
し
て
は
落

第
と
い
え
る
。

観
光
地
の
原
点
は
門
前
町
で
あ
り
、
保
養
地
の

原
点
は
温
泉
場
で
あ
る
。
観
光
は
人
の
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
を
求
め
て
人
び
と
が
集
ま
る
。
よ
っ
て
門

前
市
を
な
す
。
温
泉
場
は
療
養
の
た
め
一
週
間
を

一
巡
り
と
し
た
、
逗
留

と
う
り
ゅ
う

と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
、

滞
在
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
散
歩
圏
や
、
盛
り
場

に
類
す
る
施
設
や
、
今
日
で
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な

ど
が
集
積
さ
れ
る
。

ダム水源地ネット
2007.5
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水面の意味を考える

交
通
の
便
利
な
所
で
は
、
保
養
と
し
て
度
々
訪

れ
る
、
い
わ
ゆ
る
”な
じ
み
の
所
“
で
あ
る
。
な
じ

み
の
所
で
こ
そ
、
真
の
保
養
は
成
立
す
る
。
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
は
と
い
え
ば
興
業
的
ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト
施
設
で
あ
り
、
そ
の
経
営
努
力
に
は
敬
意

を
表
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
安
易
な
猿
真

似
は
厳
禁
で
あ
る
。

ま
た
、
観
光
旅
行
は
、
一
国
の
一
地
域
の
自
然
、

歴
史
、
文
化
（
暮
ら
し
ぶ
り
）を
資
源
と
し
て
、
観

光
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
資
源

性
と
市
場
性
の
判
断
を
誤
る
と
失
敗
す
る
。
一
方
、

保
養
地
は
自
然
を
育
成
的
に
応
用
し
、
利
用
し
つ

つ
成
長
さ
せ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
成
長
の

素
質
を
見
抜
く
こ
と
が
大
切
と
な
る
。

ダ
ム
水
源
地
は
さ
ま
ざ
ま
な
素
質
と
ダ
ム
湖
の

シ
ス
テ
ム
的
な
運
用
で
魅
力
的
な
所
と
な
る
。
基

本
的
に
は
水
面
と
背
景
の
山
と
、
そ
こ
に
生
育
し

て
い
る
自
然
が
あ
る
。
マ
ク
ロ
・
ミ
ク
ロ
に
か
か

わ
ら
ず
、
社
会
経
済
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
国
づ
く
り
地
域
づ
く
り
の

中
で
、
国
民
の
高
齢
化
と
余
暇
問
題
を
ど
う
考
え

る
か
、
そ
の
時
に
水
面
を
ど
う
す
る
か
と
、
問
題

を
提
起
し
て
お
く
。

フランス・アヌシー
フランス・ローヌ川の支流南東部の代表的保養地

東京工業大学　名誉教授

http://www.jhla.or.jp/



木き

川
が
北
流
し
、
北
端
の
分
杭

ぶ
ん
ぐ
い

峠
か
ら
は
鹿か

塩し
お

川

が
南
流
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
南
ア
ル
プ
ス
赤
石

あ
か
い
し

岳
か

ら
西
流
す
る
小こ

渋し
ぶ

川
に
流
入
し
て
い
ま
す
。

村
の
中
心
は
、
青
木
川
が
小
渋
川
に
合
流
す
る

大
河
原
地
区
と
、
鹿
塩
川
に
そ
の
支
流
塩
川
が
合

流
す
る
鹿
塩
地
区
の
2
カ
所
に
分
か
れ
、
村
役
場

も
こ
れ
ら
が
合
流
す
る
場
所
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
中
央
構
造
線
を
挟
ん
だ
こ
の
両
側
は
地

質
・
地
形
が
異
な
り
、
西
側
は
崩
壊
地
が
多
く
、

平
坦
地
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
東
側
は
地
す

べ
り
地
形
が
多
く
、
こ
の
地
す
べ
り
平
坦
地
上
に

集
落
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
渋
川
の
下
流
・
松
川

ま
つ
か
わ

町
に
は
、
昭
和

44
年
、
堤
高
1
0
5
m
、
流
域
面
積
2
8
8
�
の

多
目
的
ダ
ム
・
小
渋
ダ
ム（
小
渋
湖
）が
完
成
し
ま

し
た
。
大
鹿
村
の
全
域
2
4
8
�
が
小
渋
ダ
ム
の

水
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
災
害
を
乗
り
越
え
た
緑
の
復
活

こ
の
特
異
な
地
形
の
大
鹿
村
で
、
多
く
の
犠
牲

と
教
訓
を
残
し
、
今
な
お
語
り
つ
が
れ
て
い
る
大

災
害
が
、
昭
和
36
年
6
月
29
日
に
発
生
し
た
小
渋

川
に
面
す
る
大
西

お
お
に
し

山
の
大
崩
落
で
す
。

こ
の
崩
落
災
害
に
よ
り
、
死
者
、
行
方
不
明
者

合
わ
せ
て
55
名
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
惨
劇
に
、
一
時
期
、
誰
も
が
こ
の
村
の
復

旧
は
無
理
だ
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
残
さ
れ

た
村
民
が
一
丸
と
な
っ
て
復
旧
に
取
り
組
み
、
国

や
県
な
ど
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
周
辺
の

整
備
を
始
め
、
や
が
て
小
渋
湖
の
水
源
地
域
と
し

て
美
し
い
緑
と
清
流
の
里
は
よ
み
が
え
り
ま
し

た
。
ま
た
、
大
西
山
も
大
量
の
土
砂
を
積
み
上
げ

た
台
地
と
し
て
残
り
、
む
き
出
し
に
な
っ
た
大
き

ダム水源地ネット
2007.5
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中
央
構
造
線
が
走
る
特
異
な
地
形

大
鹿

お
お
し
か

村
は
、
信
州
・
長
野
県
の
南
部
、
南
ア
ル

プ
ス
と
伊
那

い

な

山
地
に
挟
ま
れ
た
山
村
で
す
。
面
積

は
2
4
8
�
で
、
東
西
16
�
、
南
北
28
�
、
標
高

は
6
0
0
m
か
ら
3
0
0
0
m
級
の
南
ア
ル
プ
ス

ま
で
及
ん
で
い
ま
す
。

村
内
を
南
北（
国
道
1
5
2
号
沿
い
）に
走
る
中

央
構
造
線
に
沿
い
、
村
の
南
端
の
地
蔵
峠
か
ら
青あ

お

長野県 

小渋ダム 
（小渋湖） 

村
民
み
ん
な
で
育
て
た
大
鹿
さ
く
ら
祭
り

長
野
県
　
大
鹿
村
　
産
業
建
設
課

崩落現場は今、サクラの名所

琴・フルートで「さくら」の演奏

大鹿村プロフィール

人　　口　1298人

面　　積　248km2

役場標高　670m



堪
能
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
厳
し
い
自
然

の
力
と
そ
れ
に
負
け
な
い
村
民
の
熱
意
で
生
ま

れ
た
サ
ク
ラ
の
公
園
は
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

人
々
に
愛
さ
れ
、
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

一
度
ぜ
ひ
、
”
南
ア
ル
プ
ス
と
歌
舞
伎
の
里
“
大

鹿
村
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
山
肌
と
と
も
に
災
害
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
台
地
に
サ
ク
ラ
を
植
え
て
、
緑

の
復
活
と
犠
牲
と
な
っ
た
人
た
ち
の
霊
を
慰
め
よ

う
と
、
村
民
有
志
が
集
ま
り
、
土
壌
づ
く
り
や
植

樹
を
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
崩
落
し
た
土
砂
は
礫れ

き

質
で
、
い
く
ら
植
栽
し
て
も
サ
ク
ラ
の
苗
木
が
根

付
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
毎
年
、
赤
土
を
運
び
入

れ
、
植
樹
し
、
手
入
れ
を
続
け
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
と
う
と
う
岩
の
台
地
に
サ
ク
ラ
が
根
付
き
、

徐
々
に
そ
の
数
も
増
え
、
幹
も
大
き
く
枝
を
張
っ

て
成
長
し
、
毎
年
立
派
に
花
を
咲
か
せ
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
で
育
て
た
大
鹿
さ
く
ら
祭
り

村
民
の
試
行
錯
誤
と
絶
え
る
こ
と
の
な
い
努
力

に
よ
り
崩
落
現
場
は
サ
ク
ラ
の
公
園
と
し
て
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
約
1
3
0
種
、

3
0
0
0
本
の
サ
ク
ラ
が
毎
年
晴
れ
や
か
に
咲

き
誇
り
、
南
信
州
で
も
有
数
の
サ
ク
ラ
の
名
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
公
園
は
、
サ
ク
ラ
の
名
所
で
あ
る
だ
け
で

は
な
く
、
公
園
正
面
に
は
南
ア
ル
プ
ス
の
主
峰
赤

石
岳
が
そ
び
え
、
足
元
に
は
小
渋
川
が
流
れ
る
絶

好
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
公
園
前
を
流
れ
る
青
木
川
と
小
渋
川
が
河
川

改
修
に
よ
り
、
き
れ
い
で
安
全
な
川
に
な
り
、
村

内
外
か
ら
も
多
く
の
人
々
が
四
季
を
通
じ
て
訪
れ

る
場
所
と
な
り
ま
し
た
。

「
大
鹿
さ
く
ら
祭
り
」
は
、
多
く
の
人
々
の
努
力

で
育
て
た
サ
ク
ラ
を
村
内
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
と
、「
さ
く
ら
の
会
」
を
中
心
に
昭
和
55

年
か
ら
手
づ
く
り
で
開
催
し
て
き
た
祭
り
で
す
。

そ
の
後
村
や
村
内
各
種
団
体
に
よ
り
実
行
委

員
会
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
鹿
太
鼓

や
「
美び

翔
蓮

し
ょ
う
れ
ん

」
に
よ
る
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、

鹿
塩
の
伝
統
芸
能
保
存
会
に
よ
る
獅
子
舞
、
カ

ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
の
催
し
も
加
わ
り
、
多
く
の

出
店
と
と
も
に
春
の
一
日
を
楽
し
む
祭
り
と
し

て
定
着
し
て
い
ま
す
。

今
で
は
サ
ク
ラ
の
開
花
中
、
県
外
か
ら
も
大
型

バ
ス
で
多
く
の
花
見
客
に
お
い
で
い
た
だ
き
、

残
雪
の
赤
石
岳
を
背
景
に
、
清
流
と
サ
ク
ラ
を
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http://www.ooshika.com

赤石岳と小渋川を望む

第6代大鹿さくらの女王

大鹿太鼓

美翔蓮のよさこいソーラン 鹿塩の獅子舞



傾
斜
地
で
、
そ
こ
に
全
国
一
の
畑
作
地
帯
と
大
規

模
牧
場
が
広
が
り
、
農
産
物
加
工
施
設
の
大
型
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
流
域
の
土
地
利
用
が
進
む
に

つ
れ
て
、
河
川
水
や
地
下
水
の
汚
濁
が
懸
念
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

札
内
川
ダ
ム
は
国
内
の
直
轄
河
川
で
も
十
指

に
入
る
水
質
の
札
内
川
上
流
部
に
位
置
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
と
も
水
供
給
エ
リ
ア
の
拡
大
が

予
想
さ
れ
、
そ
の
水
瓶が

め

と
し
て
、
札
内
川
ダ
ム

水
源
流
域
の
保
全
は
重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。

ダ
ム
周
辺
整
備
と
集
客
数
の
変
化

札
内
川
上
流
地
域
で
は
、
札
内
川
ダ
ム
建
設
以

前
か
ら
、
昭
和
32
年
の
補
助
砂
防
ダ
ム
に
始
ま

り
、
昭
和
46
年
に
は
10
年
に
わ
た
る
調
査
期
間
を

経
て
直
轄
砂
防
事
業
が
開
始
さ
れ
、
日
本
一
の
堤

頂
長（
3
4
8
m
）を
誇
る
札
内
川
第
一
砂
防
ダ
ム

が
、
緑
地
整
備
と
併
せ
て
札
内
川
ダ
ム
下
流
7
�
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帯
広
一
円
に
水
を
供
給
す
る
札
内
川
ダ
ム

札
内

さ
つ
な
い

川
は
中
部
日
高
山
脈
の
渓
流
を
集
め
て
北

東
方
向
へ
流
下
し
、
十と

勝か
ち

平
野
中
央
部
で
十
勝
川

に
合
流
し
て
い
ま
す
。
そ
の
流
域
面
積
は
7
2
5

�
、
流
路
延
長
は
82
�
で
、
十
勝
川（
流
域
面
積

9
0
1
0
�
）の
三
大
支
流
の
一
つ
で
す
。

札
内
川
ダ
ム
は
、
こ
の
札
内
川
中
流
部
の
中
札

内
村
に
建
設
さ
れ
、
平
成
10
年
７
月
に
完
成
し
た

有
効
貯
水
容
量
4
2
0
0
万
�
の
多
目
的（
洪
水

調
節
、
都
市
用
水
・
畑
地
か
ん
が
い
用
水
、
発

電
、
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
）ダ
ム
で
す
。

特
に
都
市
用
水
は
、
ダ
ム
下
流
7
�
の
取
水
施

設
で
一
日
最
大
10
万
2
0
0
�
の
取
水
を
可
能
に

し
、
帯
広

お
び
ひ
ろ

市
ほ
か
6
町
村
に
供
給
し
て
い
ま
す
。

畑
地
か
ん
が
い
用
水
も
、
そ
の
受
益
面
積
は
札
内

川
沿
岸
の
2
万
3
0
0
ha
に
及
び
ま
す
。

十
勝
平
野
は
火
山
灰
性
の
地
質
と
ゆ
る
や
か
な

札内川ダム（とかちリュウタン湖）

札内川上流地域開発研究センター　所長

ピョウタンの滝 札 

内
 川
 

十勝幌尻岳 
札内岳 

カムイエ 
クウチカウシ山 

中札内 
村役場 

中 札 内 村  

北 海 道  

中札内村 

111

240

55

236

札内川ダム 

上流の工事に活用を求めて
流木活用例を「流木まつり」で見本展示
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ダ
ム
水
源
地
域
サ
ポ
ー
ト
事
業
と
札
内
川

上
流
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
平
成
16
年
、「
ダ

ム
水
源
地
域
サ
ポ
ー
ト
事
業
」の
支
援
制
度
を
知

り
、
わ
れ
わ
れ
民
間
組
織
「
札
内
川
上
流
地
域
開

発
研
究
セ
ン
タ
ー
」で
は
、
ダ
ム
を
村
づ
く
り
の

中
核
と
す
る
よ
う
札
内
川
水
源
地
域
一
体
の
環
境

保
全
や
多
目
的
ダ
ム
の
役
割
を
住
民
に
周
知
し
て

も
ら
う
目
的
で
、
同
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
協
力
を
仰

ぎ
、
幸
い
、
18
年
度
ま
で
3
年
間
の
認
定
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
支
援
事
業
を
基
に
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
、
環
境
学
習
活
動
の
実
施
、
水
源
地
体
験
バ

ス
の
運
行
、
恵
津
美
川
の
清
掃
、
エ
ゾ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
の
産
卵
地
の
保
全
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
い
、
各
事
業
に
は
、
村
内
を
中
心
に
毎
回

数
人
か
ら
40
人
以
上
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

よ
み
が
え
れ
、
上
流
地
域
の
原
始

「
日
高
横
断
道
路
」の
建
設
中
止
は
、
札
内
川
上

流
地
域
の
立
地
性
の
向
上
が
図
ら
れ
な
か
っ
た
だ

け
で
は
な
く
、
工
事
が
中
止
さ
れ
た
仮
道
や
山
腹

斜
面
で
今
後
、
土
砂
流
出
が
増
大
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
も
と
も
と
日
高
山
脈
は
土
砂
流
出
も
多

く
、
十
勝
管
内
の
水
瓶
で
あ
る
「
と
か
ち
リ
ュ
ウ

タ
ン
湖
」の
保
全
も
大
き
な
課
題
で
す
。

水
源
地
へ
の
集
客
数
の
減
少
、
流
入
土
砂
等
課

題
を
抱
え
る
中
、
幾
多
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
未
だ
に
そ
の
成
果
は
上
が
っ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
の
先
、
集
客
数
の
回
復
は
困
難
と
推
測

さ
れ
る
中
で
、
単
に
集
客
数
の
評
価
だ
け
で
は
な

く
、
札
内
川
ダ
ム
を
含
む
水
源
流
域
全
体
を
保
全

す
る
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
活
性
化
策
に
転
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
、
地
球
温
暖
化
抑
制
効
果
を
期
待

す
る
、
上
流
地
域
全
体
の
原
始
再
生
へ
の
戦
略
で

す
。
従
来
と
は
逆
発
想
の
試
み
を
ぜ
ひ
成
功
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
地
点
に
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
札
内
川
ダ
ム
下
流
3
�
の
地
点
に
は
、

落
差
10
m
ほ
ど
の「
ピ
ョ
ウ
タ
ン
の
滝
」
を
中
心
に

総
面
積
約
12
万
ha
の
村
営
河
畔
公
園
が
整
備
さ

れ
、
最
盛
期
に
は
年
間
集
客
数
10
万
人
前
後
の
管

内
随
一
の
優
良
な
公
園
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
ダ
ム
開
設
時
に
は
集
客
数
6
万

5
千
人
、
平
成
18
年
度
は
2
万
2
千
人
と
な
り
、

札
内
川
ダ
ム
も
当
初
は
1
万
8
千
人
の
と
こ
ろ
、

8
年
目
に
は
2
1
0
0
人
と
、
減
少
し
て
い
ま
す
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、
管
内
の
集
客
施
設

の
多
様
化
等
が
そ
の
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

札
内
川
上
流
地
域
の
立
地
性
の
向
上
と
活
性
化
の

決
め
手
と
し
て
計
画
さ
れ
、
ダ
ム
建
設
と
併
行
し

て
進
め
ら
れ
た「
日
高
横
断
道
路
」の
工
事
が
平
成

15
年
、
凍
結
・
中
止
さ
れ
た
こ
と
も
要
因
の
一
つ

で
す
。
集
客
数
の
回
復
が
見
込
め
な
い
中
、
視
点

を
変
え
た
地
域
整
備
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま

し
た
。

http://www.satsudam.go.jp/

エゾサンショウウオ産卵地に補水作業

5月下旬に行われる枝川恵津美川の清掃

今年度から駆除作業を始める
特定外来生物ウチダザリガニ
（全長20cm）

河畔公園内のケショウヤナギ自生状況観察地

日本一といわれるケショウヤナギ自生更新地
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国
土
交
通
省
で
は
、
平
成
9
年
度
よ
り
弾
力
的
管
理
の
試
行
を
実

施
し
、
そ
の
試
行
結
果
を
踏
ま
え
、
平
成
12
年
度
に
「
ダ
ム
の
弾
力
的

管
理
指
針
（
案
）」（
以
降
「
指
針
（
案
）」
と
い
う
。）
を
定
め
、
こ
の
指
針

（
案
）
に
基
づ
き
ダ
ム
の
弾
力
的
管
理
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
指

針
（
案
）で
は
、
ダ
ム
の
弾
力
的
管
理
試
験
を
概
ね
3
年
程
度
実
施
し

た
上
で
、
弾
力
的
管
理
実
施
の
可
否
を
判
断
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
平
成
18
年
度
に
お
い
て
は
、
24
ダ
ム
に
お
い
て
弾
力
的
管
理

試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ダ
ム
の
弾
力
的
管
理
試
験
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
操
作
規

則
の
策
定
権
者
に
よ
り
実
施
要
領
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

弾
力
的
管
理
試
験
の
後
、
分
析
・
評
価
を
行
い
洪
水
調
節
に
対
す
る
安

全
性
の
確
保
、
弾
力
的
管
理
の
有
効
性
が
検
証
さ
れ
た
段
階
で
、
引
き

�

は
じ
め
に

ダ
ム
は
、
洪
水
調
節
や
都
市
用
水
の
補
給
、
発
電
な
ど
に
利
用
さ
れ
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
で
、
ダ
ム
下
流
で
川
の
流
量
の
変
動
が
小
さ
く
な
っ
た
り
、
流
量

が
減
少
す
る
と
い
っ
た
状
況
が
見
ら
れ
る
ダ
ム
も
あ
り
ま
す
。

近
年
、
ダ
ム
下
流
河
川
の
清
流
の
回
復
と
い
っ
た
河
川
環
境
の
改
善

に
対
す
る
社
会
的
要
望
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ダ
ム
の
弾
力
的
管

理
は
、
こ
の
よ
う
な
要
請
に
応
え
る
た
め
、
既
存
ダ
ム
の
洪
水
調
節
容

量
の
一
部
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ダ
ム
下
流
の
河
川
環
境

の
保
全
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

�

ダ
ム
の
弾
力
的
管
理

ダ
ム
の
弾
力
的
管
理
で
は
、
ダ
ム
下
流

の
河
川
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
平
常

時
は
空
容
量
と
な
っ
て
い
る
ダ
ム
の
洪
水

調
節
容
量
の
一
部
に
、
洪
水
調
節
に
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
範
囲
で
流
水
の
貯
留
を
行

う
た
め
の
新
た
な
容
量
を
設
定
し
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
容
量
内
に
貯
留
さ
れ
た
流

水
を
、
ダ
ム
下
流
の
河
川
環
境
の
保
全
を

図
る
た
め
に
適
切
に
放
流
す
る
も
の
で
す
。

こ
こ
で
い
う
、「
洪
水
調
節
に
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
範
囲
」
と
は
、
洪
水
が
発
生
す
る

と
予
測
さ
れ
た
場
合
、
安
全
に
水
位
を
下

げ
、
本
来
の
洪
水
調
節
容
量
を
確
保
す
る

こ
と
が
可
能
な
範
囲
と
い
う
こ
と
で
す
。

ダ
ム
の
弾
力
的
運
用

�
管
理
ダ
ム
に
お
け
る
下
流
河
川
環
境
改
善
の
取
り
組
み
�

国
土
交
通
省
　
河
川
局
河
川
環
境
課
　
流
水
管
理
室

洪水調節容量 

利水容量 
　 発電・都市用水等の 
使用する容量 

弾力的管理 

無水・減水区間 

清流回復 

従来 

洪水調節容量内の 
一部に貯留し活用 

図-1 ダムの弾力的管理の概要図

効果の事例（維持流量の増量）
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続
き
ダ
ム
の
弾
力
的
管
理
を
継
続
す
る
場
合
は
、
操
作
規
則
に
ダ
ム
の

弾
力
的
管
理
を
位
置
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

�

活
用
放
流
の
目
的

ダ
ム
の
弾
力
的
管
理
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
ダ
ム
下
流
河
川
の
現

状
を
十
分
把
握
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
ダ
ム
下
流
河
川
の
環
境
保
全

に
関
す
る
具
体
的
な
目
的
を
設
定
し
ま
す
。

以
下
に
活
用
の
目
的
の
例
を
挙
げ
ま
す
。

（1）
無
水
・
減
水
区
間
の
解
消
、
維
持
流
量
の
増
量

・
魚
類
の
生
息
場
の
環
境
改
善：

河
川
の
流
量
の
増
量
に
よ
る
生
息
場

の
改
善

・
魚
類
の
遡
上
・
降
下
支
援：

放
流
に
よ
り
魚
類
の
移
動
に
必
要
な
水

深
を
確
保

・
景
観
の
回
復：
流
れ
を
感
じ
る
よ
う
な
流
量
感
あ
る
河
川
景
観
の
復
元

（2）
フ
ラ
ッ
シ
ュ
放
流

・
付
着
藻
類
の
剥は

く

離
・
更
新
の
支
援：

河
床
の
レ
キ
に
付
着
し
た
藻
類

の
剥
離
・
更
新

・
河
床
堆
積
物
の
流
掃：

堆
積
し
た
細
か
い
土
砂
の
掃
流

・
よ
ど
み
の
改
善：

川
の
よ
ど
み
に
滞
留
し
た
有
機
物
を
掃
流
す
る
こ
と

に
よ
り
、
臭
気
や
景
観
の
改
善

�

活
用
効
果
の
分
析
・
評
価

弾
力
的
管
理
試
験
を
実
施
し
た
ダ
ム
で
は
、
安
全
性
と
効
果
を
確
認

す
る
た
め
、
試
験
結
果
の
分
析
・
評
価
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
ダ
ム
下
流
の
河
川
環
境
の
保
全
の
た
め
の
活
用
効
果
に
つ

い
て
確
認
さ
れ
て
い
る
事
例
を
挙
げ
ま
す
。

（1）
フ
ラ
ッ
シ
ュ
放
流

一
時
的
に
下
流
河
川
の
流
量
を
増
加
さ
せ
、
景
観
障
害
や
臭
気
の
発

生
原
因
と
な
っ
て
い
る
よ
ど
み
の
浮
遊
藻
類
を
掃
流
し
ま
し
た
。
ま

た
、
河
床
の
レ
キ
に
付
着
し
た
藻
類
を
剥
離
・
更
新
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
、
鮎
の
は
み
跡
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

（2）
維
持
流
量
の
増
量
放
流

ダ
ム
下
流
河
川
の
維
持
流
量
増
量
の
た
め
の
放
流
を
実
施
し
、
水
深

や
水
面
幅
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
河
川
景
観
の
向
上
、
魚
類
の

遡
上
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
質
の
改
善
や
湿
地
環
境
の
維
持
等
が
図
ら
れ
、
ト
ン
ボ
目

の
確
認
種
数
の
増
加
な
ど
も
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

�

お
わ
り
に

平
成
9
年
度
よ
り
下
流
河
川
の
環
境
保
全
を
目
的
と
し
て
弾
力
的
管

理
を
実
施
し
て
き
て
お
り
、
景
観
の
改
善
、
下
流
河
川
の
環
境
改
善
な

ど
効
果
の
確
認
が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
他
方
、
ダ
ム
下
流
の
環

境
保
全
の
た
め
に
は
、
活
用
容
量
を
大
き
く
し
た
方
が
良
く
、
洪
水
調

節
の
面
か
ら
は
、
活
用
容
量
を
小
さ
く
し
た
方
が
有
利
と
な
る
と
い
っ

た
、
相
反
す
る
貯
水
池
運
用
を
行
う
こ
と
と
な
る
た
め
、
操
作
規
則
へ

の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
今
後
は
、
弾
力
的
管
理
に
よ
る
効
果
の
定
量
的
な
把
握
に
努
め
て

い
く
と
と
も
に
、
安
全
性
を
確
保
し
つ
つ
各
ダ
ム
に
適
し
た
貯
水
池
の

運
用
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

図-2 ダムの弾力的管理試験の位置図
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ダ
ム
貯
水
池
へ
の
流
木
流
入
の
対
策
を
検
討

国
土
交
通
省
　
河
川
局
河
川
環
境
課
　
流
水
管
理
室

ま
え
、
流
木
流
出
等
に
係
る
現
状
と

課
題
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

流
木
の
発
生
・
挙
動
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

分
析
・
検
討
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
連
携
方
策
を

検
討
す
る
。

�
調
査
の
内
容

調
査
内
容
は
、
上
記
の
方
針
を
も
と

に
以
下
の
と
お
り
実
施
し
ま
し
た
。

①
既
往
知
見
の
収
集
・
整
理

流
木
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
流
木
災
害
の
状
況
、
流
木
対
策
に
関
す
る
知
見

お
よ
び
流
木
発
生
に
関
す
る
既
往
調
査
の
事
例
を
把
握
す
る
た
め
、
科
学
文

献
、
一
般
書
籍
等
の
資
料
収
集
・
整
理
を
実
施
。

②
現
地
調
査

流
木
の
発
生
・
流
出
等
の
状
況
を
定
量
的
に
把
握
す
る
た
め
、
全
国
の
国
土

交
通
省
管
理
の
9
ダ
ム
に
お
い
て
流
木
の
流
入
量
、
樹
種
構
成
等
の
調
査
を

実
施
。

ま
た
、
9
ダ
ム
の
う
ち
1
ダ
ム（
鶴つ

る

田た

ダ
ム（
九
州
地
方
整
備
局
））に
お
い
て

は
、
ダ
ム
上
流
域
の
山
林
域
か
ら
ダ
ム
貯
水
池
ま
で
の
流
木
の
発
生
、
流
下

の
状
況
な
ど
、
流
域
で
の
一
貫
し
た
調
査
を
実
施
し
、
流
木
発
生
か
ら
ダ
ム

貯
水
池
ま
で
の
流
木
の
挙
動
等
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
。

�
調
査
･
検
討
の
結
果

既
往
知
見
資
料
お
よ
び
現
地
調
査
結
果
を
も
と
に
、
対
策
検
討
委
員
会
に
お

い
て
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
取
り
ま
と
め
た
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

�
は
じ
め
に

近
年
、
局
所
的
な
豪
雨
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
平
成
17
年
度
に
お
い
て

も
、
台
風
な
ど
に
よ
る
豪
雨
を
起
因
と
す
る
大
量
の
流
木
が
各
地
で
発
生
し
、

被
害
を
も
た
ら
す
状
況
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

流
木
の
大
量
の
発
生
に
伴
い
、
ダ
ム
貯
水
池
で
は
流
木
の
処
理
費
用
の
増
大

や
ダ
ム
管
理
上
へ
の
悪
影
響
等
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
国
土
交
通
省
で
は
、
林
野
庁
と
共
同
で
ダ
ム
上
流
域
に
お
け
る
水
源

地
の
森
林
状
況
の
把
握
や
流
木
の
発
生
・
挙
動
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
分
析
・
検
討

し
、
ダ
ム
貯
水
池
へ
の
流
木
流
入
災
害
に
つ
い
て
の
課
題
を
整
理
す
る
と
と
も

に
、
今
後
、
林
野
庁
と
国
土
交
通
省
が
連
携
し
て
取
り
組
む
方
策
に
つ
い
て
検

討
し
ま
し
た
。

�
調
査
の
方
針

調
査
に
当
た
っ
て
は
、
流
木
流
出
等
に
か
か
わ
る
学
識
経
験
者
や
行
政
関
係

者
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
ダ
ム
貯
水
池
に
お
け
る
流
入
流
木
災
害
の
防
止
対
策
検

討
委
員
会
」（
以
下
「
対
策
検
討
委
員
会
」
と
い
う
）を
設
置
し
、
以
下
の
点
を
基

本
方
針
と
し
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

①
ダ
ム
管
理
に
影
響
を
与
え
る
流
木
の
発
生
・
挙
動

等
に
係
る
調
査
・
研
究
に
関
し
て
、
既
往
知
見
や

調
査
デ
ー
タ
等
を
集
約
し
、体
系
的
な
整
理
を
行
う
。

②
ダ
ム
貯
水
池
へ
の
流
木
流
入
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
調
査
対
象
と
し
て
適
し
た
ダ
ム
貯
水
池
を
モ
デ

ル
と
し
て
抽
出
し
、
そ
の
流
域
お
よ
び
貯
水
池
に
お

い
て
流
木
の
発
生
・
挙
動
等
に
係
る
現
地
調
査
を
実

施
す
る
。

③
右
記
①
お
よ
び
②
か
ら
得
ら
れ
た
調
査
結
果
を
踏

対策検討委員会での審議

流木流入の状況
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●

日
本
の
森
林
は
昭
和
30
年
〜
40
年
代
に
比
べ
て
生
長
し
、
蓄
積
量
が
大
幅
に

増
加
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
樹
木
の
根
の
働
き
で
あ
る
土
砂
流
出
・
崩
壊

防
止
機
能
が
発
揮
さ
れ
、「
表
層
崩
壊
」に
よ
る
山
地
災
害
を
減
少
さ
せ
て
き

た
と
考
え
ら
れ
る
。

●

一
方
で
近
年
の
局
地
的
な
豪
雨
の
発
生
頻
度
の
増
加
に
伴
い
、
森
林
の
根
が

及
ば
な
い
深
さ
で
の「
深
層
崩
壊
」
が
発
生
す
る
傾
向
に
あ
り
、
大
量
の
土
砂

と
と
も
に
多
く
の
立
木
が
崩
落
し
流
出
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

●

豪
雨
の
発
生
頻
度
の
増
加
は
渓
畔
林
や
渓
岸
を
浸
食
し
、
流
木
の
発
生
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

●

河
道
内
に
お
い
て
も
河
道
内
や
河
畔
林
等
の
樹
木
の
生
長
が
進
み
、
大
き
な

出
水
時
に
は
、
こ
れ
ら
の
樹
木
が
大
量
の
流
木
と
な
っ
て
発
生
し
て
い
る
こ

と
が
推
察
さ
れ
る
。

●

流
木
発
生
量
の
増
加
に
伴
い
、
ダ
ム
貯
水
池
に
大
量
の
流
木
が
流
入
し
、
ダ

ム
管
理
へ
の
影
響（
施
設
の
破
損
、
航
路
阻
害
、
景
観
の
悪
化
等
）が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

●

流
木
の
処
理
に
係
る
施
設
整
備
や
維
持
管
理
等
が
必
要
と
な
り
、
こ
れ
ら
に

伴
う
労
力
、
費
用
等
が
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

●

大
量
の
流
木
が
発
生
し
た
場
合
、
流
木
が
橋
脚
に
引
っ
掛
か
る
こ
と
等
に
よ

る
橋
梁
の
破
損
や
、
堰
上
に
よ
る
浸
水
被
害
の
危
険
性
が
増
大
す
る
。

●

流
木
に
占
め
る
伐
採
木

の
割
合
は
多
い
ダ
ム
で

10
％
程
度
で
あ
り
、
自

然
倒
木
の
割
合
が
高
い
。

●

上
流
域
に
お
い
て
、
渓

畔
林
、
河
畔
林
が
卓
越

し
て
い
る
ダ
ム
で
は
、
渓
畔
林
、
河
畔
林
か
ら
の
流
出
が
多
い
こ
と
が
あ
る
。

●

流
木
は
、
渓
流
・
河
川
等
に
お
い
て
捕
捉
・
堆
積
・
再
流
出
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
最
終
的
に
ダ
ム
貯
水
池
に
流
入
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に

加
え
、
ダ
ム
貯
水
池
周
辺
で
は「
山
腹
崩
壊
」に
よ
り
流
木
が
直
接
ダ
ム
貯
水

池
に
流
入
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

�
流
木
発
生
に
対
す
る
対
応
の
検
討

既
往
知
見
の
整
理
や
現
地
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、
対
策
検
討
委
員
会
で
は
、

流
木
発
生
に
対
す
る
対
策
の
検
討
を
次
の
よ
う
に
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

「
流
木
流
入
災
害
に
係
る
連
携
方
策
の
検
討
に
当
た
っ
て
、
表
層
崩
壊
は
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、
深
層
崩
壊
が
目
立
っ
て
き
た
こ
と
、
森
林
が
昭
和
30
年

〜
40
年
代
に
比
べ
て
生
長
し
て
い
る
こ
と
や
、
景
観
や
生
態
系
へ
の
影
響
か

ら
河
畔
林
の
伐
採
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
等
に
よ
り
、
今
後
ダ
ム
貯
水

池
へ
の
流
木
流
入
量
は
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、

流
木
が
発
生
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
森
林
域
、
河
川
域
等
そ
れ
ぞ
れ
で
の
流
木
対
策
の
実
施
に
加
え
、

森
林
域
と
河
川
域
と
の
連
携
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
流
木
災
害
の
防
止
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。」

こ
れ
ら
の
具
体
的
な
対
策
の
メ
ニ
ュ
ー
の
例
と
し
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
渓
畔
林
や
河
畔
林
管
理
の
充
実

②
ダ
ム
貯
水
池
周
辺
に
お
け
る
土
地
管
理
の
充
実

③
流
木
発
生
・
流
下
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明

④
流
木
対
策
に
関
す
る
上
下
流
域
で
の
連
携
の
推
進

�
お
わ
り
に

近
年
の
局
所
的
な
集
中
豪
雨
の
増
加
に
よ
り
、
大
量
の
流
木
が
発
生
す
る
こ

と
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
流
木
発
生
に
よ
る
被
害
や
影
響
は
こ
れ
か
ら
も
増

加
し
て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
、
そ
の
対
策
は
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
調
査
・
検
討
を
機
に
、
さ
ら
に
流
木
対
策
に
関
す
る

調
査
や
対
策
方
法
の
検
討
を
進
め
、
具
体
的
な
施
策
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

石
川
　
芳
治 

太
田
　
猛
彦 

落
合
　
博
貴 

小
松
　
利
光 

森
　
　
雅
志 

（
東
京
農
工
大
学
大
学
院
教
授
） 

（
東
京
農
業
大
学
教
授
） 

 

（
九
州
大
学
大
学
院
教
授
） 

（
富
山
市
長
） 

※
委
員
長 

い
し
か
わ
　   

よ
し
は
る 

お
お 

た
　      

た
け
ひ
こ 

お
ち
あ
い
　    

ひ
ろ
た
か 

こ  

ま
つ
　   

と
し
み
つ 

も
り
　
　       

ま
さ  

し 

ダ
ム
貯
水
池
に
お
け
る
流
木
流
入
災
害
の 

　
　
　
　
　
防
止
対
策
検
討
委
員
会
委
員
（
敬
称
略
） 

 

森
林
総
合
研
究
所
治
山
研
究
室
長
） 

 

（
独
立
行
政
法
人 
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去
る
3
月
23
日
、
東
京
・
霞
ヶ
関
中
央
合
同
庁

舎
2
号
館
講
堂
に
お
い
て
、
全
国
の
水
の
郷
認
定

市
町
村
を
は
じ
め
、
地
域
づ
く
り
に
関
係
す
る
関

係
都
道
府
県
職
員
等
約
1
0
0
人
の
参
加
の
下
、

「
第
12
回
全
国
水
の
郷
サ
ミ
ッ
ト
」
が
国
土
交
通
省

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
水
の
郷
」
は
、
水
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

優
れ
た
成
果
を
あ
げ
て
い
る
地
域
を
再
発
見
し
、

こ
れ
を
広
く
国
民
に
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
平
成
6
・
7
年
度
に
選
定
さ
れ
た
全
国
1
0
7

の
地
域
で
す
。

全
国
水
の
郷
サ
ミ
ッ
ト
は
平
成
7
年
以
降
、
毎

年
度
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
サ
ミ
ッ

ト
は
、「
地
域
資
源
を
活
か
し
、
知
恵
と
工
夫
で

持
続
的
な
活
性
化
を
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
各
地

の
現
在
の
水
の
郷
の
現
状
を
踏
ま
え
、「
水
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
の
既
存
資
源
を
使
い
」「
お
金
は

最
小
限
に
し
て
、
知
恵
と
工
夫
を
使
い
」「
長
期

的
に
来
訪
者
が
来
て
、
お
金
を
落
と
す
よ
う
な
仕

組
み
を
作
り
上
げ
、
地
域

を
持
続
的
に
活
性
化
さ
せ

る
」こ
と
に
つ
い
て
、
参
加

者
と
と
も
に
認
識
を
共
有

す
る
と
い
う
主
旨
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
水
の
郷
認
定

市
町
村
で
あ
る
静
岡
県
川か

わ

根ね

本ほ
ん

町
の
杉
山

す
ぎ
や
ま

町
長
か
ら
、

地
域
の
人
々
の
心
を

”大お
お

井い

川
“
と
い
う
一
つ
の
つ

な
が
り
で
ま
と
め
て
い
き
た
い
と
い
う
想お

も

い
、
奈

良
県
十
津

と

つ

川か
わ

村
の
更
谷

さ
ら
た
に

村
長
か
ら
は
、
過
疎
化
の

進
む
村
で
森
林
と
関
わ
り
合
い
な
が
ら
心
身
再
生

の
郷
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
東
京
大
学
堀ほ

り

研
究
室
の
河
合

か

わ

い

氏
、
千
葉

県
香か

取と
り

市
水
郷

す
い
ご
う

与
田

よ

た

浦う
ら

地
域
活
性
化
促
進
協
議
会

の
小お

倉ぐ
ら

氏
、
山
形
県
鶴
岡

つ
る
お
か

市
温
海
庁
舎
の
本ほ

ん

間ま

氏

か
ら
事
例
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
活
性
化
の
専
門
家
で
あ
る
東
京
大

学
教
授
の
堀
氏
か
ら
地
域
活
性
化
に
あ
た
っ
て
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
講
演
が
な
さ
れ
た
後
、
講
演
・
報

告
者
全
員
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
知
見
を

参
加
者
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
課
題
に

照
ら
し
合
わ
せ
、
今
後
の
地
域
づ
く
り
や
行
政
に

反
映
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

サミットの様子

国土交通省　土地・水資源局水資源部
水源地域対策課　課長補佐

きた　 うら　　　 しん　　ご

パネルディスカッション
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群馬県の長
なが

野
の

原
はら

町に建設中の八ッ場
や ん ば

ダムでは、平成9年度から毎年春と秋の2

回、町内3つの観光協会と協力し、受益地域における広報活動を実施しています。

この取り組みは、八ッ場ダムの受益地域の方々にダムの必要性や水資源の尊さ

を認識していただくとともに、水源地域に足を運んでいただくきっかけとしても

らえることを目的に始めたもので、今年は3月11日（日）～12日（月）に、さいたま新

都心駅の改札口前で実施しました。

当日はパネル展示のほか、八ッ場ダムの事業に関連したクイズラリーやミニ

ゲーム、観光協会による地元特産品の無料配布などを行い、若者から親子連れ

など幅広い年齢層の、大勢の人たちに立ち寄っていただきました。

参加者からは、「八ッ場ダムのことについて初めて知った」「八ッ場ダムに興味

がある」「友人から『川原湯温泉がとてもよかった』と聞いた。ぜひ私も遊びに行き

たい」といったたくさんの声が聞かれました。（水のふるさと展実行委員会）

水のふるさと展　受益地域へ赴きPR

大分県日田
ひ た

市大山
おおやま

町に建設中の大山ダム下流にあるおおくぼ台梅園では、毎年

2月中旬から3月中旬までの1カ月間「日田おおやま梅まつり」が開催されます。

3月の第1日曜日には、まつり実行委員会による豊作祈願祭や梅娘の認証式が行

われ、園内では梅の花の下で野点を楽しむことができます。

また、昨年から木の花ガルテン盆梅
ぼんばい

展会場での茶の湯接待や豊後・大山ひび

きの郷で行われる「梅の種飛ばし大会」「太鼓演奏」等の催しは、来場者にも大変

好評でした。

おおくぼ台梅園では、約6000本の梅の木に凛と咲く花と、ほのかな甘い香り

を楽しめる園内の散策がお勧めです。

来場者は散策の後、園内の一角にある豊後・大山ひびきの郷の梅の香温泉

「なごりの湯」に浸かり、しばしの時間
と き

を過ごしていました。（松原）

日田おおやま梅まつり

3月25日（日）、岐阜県中
なか

津
つ

川
がわ

市の阿木
あ ぎ

川
がわ

ダム湖畔を舞台に「第12回 阿木川湖

ロードレース」が開催されました。ダム湖を望む「中の島公園ふれあいの里」

を発着点として、10km、5km、3kmのコース、16種目が行われ、東は茨城

県、西は兵庫県など各地から530以上の申し込みがありました。

時折小雨が交じる天気でしたが、ロードレースには好条件となり、ランナー

は早春の阿木の里を元気に駆け抜けました。ゴールテープを切ったあと、選

手たちは完走証を手にしてそれぞれの走りを振り返っていました。

走り終えた選手や声援を送った観客には、抽選会で景品がプレゼントされ

たり、地元の皆さんが準備した豚汁が振る舞われるなど、レース後も楽しい

時間を過ごすことができました。（阿木川湖ロードレース事務局）

阿木川湖ロードレース 早春の湖畔を駆ける

風薫る五月、北国では雪解けもまだのところが多いのでしょうが、これか
らしばらくの間、1年で一番過ごしやすい季節となりました。花や緑が萌
え出すと、川やダム湖周辺にも子どもたちの歓声が戻ってきます。今年も
たくさんの子どもたちに、自然の中で森や川と触れ合ってほしいものです。

今月号裏表紙は、毎年恒例の「森と湖に親しむ旬間」の一つとして開催さ
れる、全国森と湖に親しむつどい（今年は、山形県西川町『月山湖サマー
フェスタ』寒河江ダム）の案内記事を掲載しました。全国の水源林やダム
湖でもさまざまな行事が計画されています。皆さまぜひお出かけください。

◆ ◆

●「トピックス」にふさわしいタイムリーな情報をお待ちしております。
●記載記事についてのお問い合わせは「ダム広報センター」まで FAX 03-3263-9085 http://www.wec.or.jp/ E-mail:koho@wec.or.jp

訂正：4月号P5中、「和歌山県川上村」は「奈良県川上村」の誤りです。お詫びして訂正いたします。
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旬間統一標語 

平成１９年７月２１日（土）～３１日（火） 

森や湖などに親しむことにより、心身をリフレッシュしながら、 

その大切さと役割を学んでいただくために 

毎年7月21～31日を「森と湖に親しむ旬間」として 

全国の森林やダム等においてさまざまな行事が行われています。 

 

その代表として「全国行事 全国森と湖に親しむつどい」が 

今年は山形県寒河江ダム（月山湖）で開催されます。 

森や湖などに親しむことにより、心身をリフレッシュしながら、 

その大切さと役割を学んでいただくために 

毎年7月21～31日を「森と湖に親しむ旬間」として 

全国の森林やダム等においてさまざまな行事が行われています。 

 

その代表として「全国行事 全国森と湖に親しむつどい」が 

今年は山形県寒河江ダム（月山湖）で開催されます。 

 

主催／国土交通省・林野庁・都道府県・市町村 

ブナ林が育む悠久の想い 
清らかな水と大切な生命を未来へ 

会　場 
 

開催日 

主 催  

／寒河江ダム（月山湖）周辺 
（山形県西村山郡西川町） 

／平成１９年７月２８日（土）～２９日（日） 

／平成１９年度　寒河江ダム 
　「森と湖に親しむ旬間」全国行事現地実行委員会 

● 
 

● 


